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な描写ではなくポストモダン的批判であり、それは、人種差別主義者のオリジ

ナルではなくて、ポストモダンで、シグニファイングで、反人種差別主義的な

パロディであり、芸術表現の一つのジャンルである」と述べ、ウォーカーの作

品を「芸術的悪魔払いの深遠な行為」（“a profound act of artistic exorcism”）と

賞賛した。

今日に至るまで、ウォーカーの作品は世界中の主要な美術館で展示され、注

目を集め、そのたびに論議を呼び起こしてきた。ウォーカーに対する非難が、

多くは黒人批評家や芸術家から出ていることからもわかるように、その論争の

背景には、黒人共同体のタブーの問題、黒人を性的・身体的存在として表象す

ることへの抵抗と嫌悪がある。それは、まさに白人中心主義的に人種・ジェン

ダー化された世界において、白人主流社会が黒人を他者化するために用いてき

た手法を、とりわけ黒人女性が身体的・性的存在として刻印されてきたことを

思い起こさせることなのだ。ウォーカーの芸術に関する論争が、ややもすると、

感情的な反応を呼びおこすのは、そのような黒人表象が黒人共同体のトラウマ

となっていることを示しているといえるだろう。ショウは、1970 年代になって

黒人ステレオタイプを再利用するアーティストが増えたことを示し、

W.E.B. デュボイスの遺産、すなわち芸術と民族の向上を結びつけたハーレム・

ルネッサンス期の遺産に対する反発から生じている、と述べている（29-31）。

ウォーカーの作品に対する検閲と受容は、ハーレム・ルネッサンス期の遺産が

今日も続いていることを示しているのである。またアーリン・カイザー（Arlene 

R. Keizer） は、奴隷制度において語りえぬものだった白人所有者による黒人女

性奴隷のレイプや、白人と性的関係をもった黒人女性奴隷の内面の問題に注目

し、白人奴隷所有者と黒人女性奴隷の関係における、「快楽の主体」としての黒

人女性の問題を追及することは、これまでに最も語りえなかったことであり、

黒人共同体における「最後のタブー」を犯すこととして、ウォーカーの芸術に

関する論争の根幹をなす問題であると指摘している（1665）。

フックスの指摘した白人主流社会の強迫観念である黒人の性的神話にチャレ

ンジするかのように、ウォーカーは性的ステレオタイプをパロディックに繰り
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返し使い続けている。フックスが、公民権運動の時代の黒人共同体が中産階級

化し保守化したことを批判しているように、ウォーカーもまた、黒人共同体の

いわゆるお上品さ（respectability）や家父長制度における異性愛中心主義

（heteronormality）に挑戦している。ウォーカーのシルエット・アートはまさ

に、黒人女性の他者化に対抗するためにフックスが提唱した戦略――他者性／

周縁性を抵抗／変容の場とすること――を実践しているといえるだろう。

しかし、ウォーカーのシルエット・アートをめぐる論争は、「ラディカルな黒

人主体」を表現し実践することに伴う困難をも物語っている。すでに見たよう

に、フックスはウォーカーのようなアヴァンギャルドの芸術家が力をつけるな

らば、｢周縁化された他者｣ であることは、白人主流社会においてむしろ自由に

発言し行動できることを意味すると述べ、そこから「ラディカルな黒人主体」

が立ち現れてくることを期待した。それを実践するかのように、ウォーカーは、

黒人アーティストのおかれている厳しい状況をよく認識し、白人主流社会にお

ける可視性を貪欲なまでに探究し、市場への欲望をはっきりと持っているアー

ティストである。彼女が音楽、映像、パフォーマンスなど、多種多様なメディ

アにより活動し続けているのもそのためであろう。

ウォーカーは、2011 年 4 月 21 日から 6 月 11 日まで、ニューヨークのシッケ

マ・ジェンキンス・ギャラリーにおいて個展 Dust Jackets for the Niggerati －

and Supporting Dissertations, Drawings submitted ruefully by Dr. Kara E. 

Walker（『ニジェラティのためのダスト・ジャケット――キャラ・E・ウォー

カー博士によって悲しげに提出された裏付けとなる論述と素描』）を開催した。

個展につけられている 19 世紀風の長いサブタイトルが示すように、素描とテキ

スト（drawings and text）というウォーカーのパワフルな 2 つの手法を用いて

制作した 47 作品（30 枚の黒鉛で描かれた素描と 17 枚の文字版画）から構成さ

れている。それまで奴隷制度下のアメリカ南部を好んで取り上げてきたウォー

カーだが、今回はより現代に近づいて、南北戦争後の南部再建期、アフリカ系

アメリカ人の南部から北部への大移住、そして 1920 年代のジャズ・エイジと

ハーレム・ルネサンスを題材としている。さらにいくつかの作品は現代、とり

わけオバマ大統領の時代にも言及している。筆者は 2011 年の個展を見る機会に
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恵まれたが、大（約 240 × 183 cm）から小（約 57 × 76 cm）にいたる様々な

サイズの作品が、ギャラリーの床から天井まで観客を取り囲むように展示され

ており、これまでのウォーカーのシルエット・アート同様、見る者を圧倒し衝

撃を与える迫力があった。『ニジェラティのためのダスト・ジャケット』は、怒

りに満ちた作品群であり、その怒りは再びフックスの Ain’t I A Woman に通じ

るものがある。フックスは怒りを ｢自己の内なる抵抗のスペース」として、そ

れを「変容の場」とする原動力とみなしていたが（Yearning 22）、ウォーカー

の怒りはその原動力を示すと同時に、「力を持ちつつも周縁化された他者」であ

る「アヴァンギャルドの芸術家」であることの困難さを示しているのだろう。

＊本稿は、日本学術振興会科学研究費補助金基盤研究 C「アフリカ系アメリカ文学と視
覚芸術における歴史的トラウマ表象の変遷」（課題番号 26370349）の研究成果の一部で
ある。
　

註

 
1 ） さらに 1990 年代に入ると、フックスが「周縁」から語るジレンマと危険性を懸念し

たように、「他者としての黒人女性」が研究の対象として、学問の世界においても
「占有」されるようになる。そのような現象について、Ann du Cille は次のように問
いかけている。

Why are black women always already Other?  I wonder.  To myself, of 
course, I am not Other; to me it is the white women and men so intent on 
theorizing my difference who are the Other.  Why are they so interested in 
me and people who look like me (metaphorically speaking)?  Why have we—
black women—become the subjected subjects of so much contemporary 
scholarly investigation?  (212)

2 ） 本書における『私は女ではないのか』からの引用は大類久恵、柳沢圭子訳『アメリ
カ黒人女性とフェミニズム―ベル・フックスの「私は女ではないの」』を参照したが、
文脈の必要に応じて筆者が手を加えている。また、本論において、アフリカ系アメ
リカ人、あるいはアフリカン・アメリカンという表現を使わず「黒人」という語を
使うのは、植民地主義と人種差別の歴史の中で、支配者が被支配者集団を指すのに
作ったカテゴリーの暴力性と、そのカテゴリーを逆に再占有することによって、連
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帯と誇りの拠り所としてきたアフリカ系アメリカ人の闘いを示すためである。
3 ） Zora Neal Hurston の小説 Their Eyes Were Watching God において、奴隷制度を生

き延びたばあや（Nanny）が主人公 Janie に語った、黒人女性がこの世で最下層にい
ることを表した有名な言葉。

4 ）フックスが第 5 章で詳しく述べているように、それは 1851 年オハイオ州アクロンで
女権拡張運動の第 2 次年次総会のときであった。ソジャーナ・トゥルースが演説し
ようとして聴衆の前に立つと、黒人女性が発言することに反対する白人女性たちか
ら「しゃべらせるな！しゃべらせるな！しゃべらせるな！」（248）という声が上っ
た。さらにある白人男性が発言し「女性に平等な権利を与えるべきでない、とする
根拠を、女性が肉体労働をこなすにはか弱すぎる、つまり生まれつき男性より劣る
ことに求めた。」この白人男性を論駁するため発言を許されたトルースは、白人女性
たちの抗議をものともせず「私は女じゃないんですか？見てください、この私を！」

（249）と聴衆に語りかけ、自分の胸をさらしたのだ。19 世紀の奴隷制度の時代、黒
人奴隷は単なる動産であり、動物であると見なされていた。そうした境遇のなかで
ソジャーナ・トゥルースは自由の身になり、勇敢に生きて、白人女性たちの目を「黒
人女性の境遇に向けさせた革命的なフェミニスト」（248）になったのである。

5 ）  サファイラ（Sapphire）とは、魅力がなく不愉快な、愛すべかざる黒人女。男性を
去勢する（だめにする）怒れる黒人女。ラジオドラマ “Amos and Andy” に登場する

「がみがみ女」Sapphire に由来する。ジェゼベル、ジェマイマ、サファイラ、アマゾ
ンはハリス - ペリーによっても、黒人女性を貶める根強いステレオタイプとして考察
されている。

6 ） ハリス - ペリーは、ミッシェル・オバマが黒人女性につきまとうマミーやジェゼベ
ル、サファイラなどのあらゆるステレオタイプ化にさられたこと、そしてそれに屈
することなく人気を獲得し、アメリカで最初の黒人ファースト・レディーになった
ことを分析している（269-300）。とりわけ、ホワイトハウスの反対にもかかわらず、
ノースリーブの黒いドレスを身にまとい、第 3 代大統領トーマス・ジェファソンの
肖像画を背景に、公式写真を撮ったことを高く評価している。言うまでもなく、ジェ
ファソンは黒人奴隷で妻の異母姉妹でもある 10 代のサリー・ヘミングスに子どもを
産ませ、自分の子どもを奴隷にしたことで知られている。 ジェファソンの肖像画は
多くの黒人女性の経験した奴隷制度の暴力と残酷さを思い起こさせる。しかし、そ
の前景に立つミッシェルの自信に満ちあふれた姿は、そのような歴史を乗り越え、見
る者を挑発するかのように、ノースリーブのドレスから筋肉質の長くしなやかな腕
を見せている。ハリス ‐ ペリーは、ミッシェルの公式写真に、自尊心と示すと同時
に、自らの性的身体をも自分のものにしている新しい黒人女性像を見出している

（280）。しかしこの公式写真で評価すべきは、写真の中のミッシェルが、自身が女性
表象のアイコンとして、資本主義社会において商品化され、流通し、消費されるこ
とをも自己言及的に示していることであろう。ミッシェルが身につけているドレス
は、ジャクリーン・ケネディ／オナシスの写真を彷彿とさせるからである。

7 ） 例えば、Maria Del Guadalupe Davidson は、“While hooks’s overall corpus is for the 
most part strikingly clear, her conception of radical black subjectivity remain 
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elusive.  Like painting which evokes but does not give its meaning, hooks’s use of 
this concept fascinates but evades the reader.”（127）と述べている。

8 ） ウォーカーのシルエット・アートおよびその受容に関しては、トニ・モリスンと 
ウォーカーの影響関係を論じた拙論 “Toni Morrison and Kara Walker: The 
Interaction of Their Imaginations” と重複する部分があることを断っておく必要があ
るが、ここではより詳しく論じている。シルエット・アートの歴史については、
Rutherford に詳しい。またウォーカーのシルエットの手法については、Shaw および
Wagner を参照した。
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